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図2　UNEP水銀パートナーシッププログラムの概要2)
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図1　大気中ガス状水銀の年平均濃度1)
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The Partnership areas
·Artisanal and small scale gold mining
·Mercury cell chlor alkali production
·Mercury air transport and fate research
·Mercury in products
·Mercury releases from coal combustion
·Mercury waste management

Potential others:
·Reducing global mercury supply
·Mercury storage
·Mercury releases from non-ferrous metals mining

はじめに：大気中水銀の長距離輸送問題について

水銀は、石炭の燃焼、金属精製、廃棄物焼却などさまざま

な人為活動に伴い大気中に排出されます。大気中の水銀の寿

命は、数ヵ月から1年以上と長く、一旦大気中に排出されると、

気団に乗って国境を越えて移動し、排出源とは異なる国や大

陸にその汚染の影響が及びます(図1)。

国連環境計画(UNEP)では、水銀汚染の問題を地球規模の

問題として位置付け、2002年には「世界水銀アセスメントリポー

ト」が公表されています。

このような国際的な動きに対応するため、環境省では2009

年度までに国際的視点からの有害金属対策戦略を策定するこ

ととし、2006年度から有害金属類に関する環境監視、排出実

態の把握等の基礎調査を開始するとともに専門検討会での検

討を実施しています。

当社もこのプロジェクトに参加しましたので、ここでは、主に水

銀関連対策に関連する国際的動向と環境省が取り組んでいる

調査･検討の概要をご紹介します。

国連環境計画(UNEP)水銀プログラム

UNEPでは、2001年より地球規模での水銀汚染に関連する

活動としてUNEP水銀プログラムを開始しています。また、2005

年からは鉛及びカドミウムも対象に加えて議論を開始しています

(UNEP重金属プログラム)。

UNEP水銀プログラムの最近の動向として、水銀管理対策強

化の選択肢を検討するための「水銀に関するアドホック公開作

業グループ会合」が開催されています。国際的な水銀管理の

枠組みとして、条約制定等法的拘束力のある文書の作成と自

主的な取組みについて議論されています。本作業グループ会

合の結果は、2009年2月に開催予定の第25回管理理事会に

報告され、今後の枠組みが決定される予定です。

わが国は、水銀汚染による健康被害を引き起こした水俣病

の経験を踏まえ、世界各国における水銀汚染対策の強化の重

要性を訴える一方、多くの国が参加する枠組みを構築し、法的

拘束力のある文書の制定及び自主的取組の強化を並行して

検討し、実質的な対応策の強化の検討に積極的に貢献してい

くことを表明しています。

UNEP水銀パートナーシッププログラム

UNEP水銀プログラムでは、水銀対策の自主的な取り組みとし

て、国際機関や各国の産官学が連携し、技術協力や情報共有

等を目的とするパートナーシッププログラムを実施しています(図

2)｡わが国では、このうち｢水銀の大気輸送と運命に関する研究｣

と「石炭燃焼」、

「水銀廃棄物

管理」の分野

に参加していま

す。当社は、環

境省から委託

され、大気輸

送と運命に関

する研究のパ

ートナーシップ

会合に参画し

ています。

水銀の大気輸送と運命に関する研究分野のパート

ナーシップ活動

本パートナーシップは、水銀の大気排出源、輸送と運命に関

する国際的な理解を増進することを目的として2006年に発足

しました。イタリアを議長国として、日本、米国、カナダ等が加盟

しており、日本からは環境省及び国立環境研究所が参加して

います。当社は2007年から会合に参加し、日本の国際貢献活

動として、沖縄県にある辺戸岬大気･エアロゾル観測ステーショ

ン(国立環境研究所設置)で実施しているわが国における大気

中有害金属類のバックグラウンド濃度の環境監視結果を報告し

ました(表1)。

水銀については、わが国で初めて自動連続測定装置による

定期的な環境監視を実施しています。図3は2007年10月から

2008年1月までの水銀濃度の測定結果(1時間平均値)です。

水銀濃度は短時間の間に大きく変動していることが確認され、
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大気中水銀の長距離輸送問題に対する国際的な取り組み

大気中水銀の長距離輸送による地球規模の環境汚染問題に対応するため、環境省では専門検討会を設置し、有害金属

類の環境監視、排出実態の把握等の基礎調査を実施しています。

当社では、このようなわが国の取り組み、国際的な対応のお手伝いをしています。
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写真1　国際ワークショップ
(2008年10月ハノイ市)

表1　大気中有害金属類等の監視内容

図3　金属水銀の1時間平均値(2007年10月～2008年1月)

図4　わが国における2002年の水銀マテリアルフロー4)
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自動連続測定装置を用いることにより、従来の日平均値を対象

とした測定ではわからなかった短期的な水銀濃度の変化を捉

えることができました。本測定方法は米国などでも用いられてお

り、測定値の国際比較も可能です。辺戸岬における環境監視

結果については、パートナーシップの暫定レポート3)に記載され

ており、アジア大陸起源の水銀の長距離輸送の実態解明に役

立つものと考えています。

アジア地域における水銀観測ネットワークの構築

支援

長距離越境大気汚染条約･半球移動タスクフォース(TF 

HTAP)と東アジア酸性雨モニタリングネットワーク(EANET)が共

同で主催した国際ワークショップが、2008年10月、ベトナム国

ハノイ市において開催されました。ワークショップでは、アジア地

域の大気汚染に焦点をあて、汚染物質の地域及び大陸間の

輸送に関する科学･技術協力を促進することを目的として、アジ

ア18カ国、欧米9カ国から約90名参加し、5つのセッションで発

表と討議が行われました。

水銀観測のセッションは、環境省の専門検討会の委員長で

ある鈴木規之先生(国立環境研究所)が座長を務められ、当社

は開催準備をサポートいたしました。日本からは、鈴木委員長

のほか、検討会委員高岡昌輝准教授(京都大学大学院)が日

本の水銀排出インベントリについて、また、当社は沖縄県辺戸

岬における有害金属類の環境監視計画について発表しました。

世界の水銀大気排出量の5割以上が中国等のアジア大陸か

ら排出されていると言われています。韓国、中国においても都

市部やバックグラウンド地域において、大気中水銀の連続観測

を行い、長距離輸送される

水銀のモデルの研究が始

まっています。セッション討

議では、将来、東アジア地

域において、水銀大気モ

ニタリングとモデリング、排

出インベントリ等について情

報を共有し、共同研究の

可能性に向けて協力を進めていくことで意見が一致しました。

大気中水銀グローバルアセスメント：その排出源、

排出量、輸送に関する報告書

UNEPでは、排出源や排出量に関して各国政府、国際機関、

NGO等からの情報提供に基づき、大気中水銀グローバルアセ

スメント(Global　Atmospheric　Mercury　Assessment:　Sources, 

Emissions　and　Transport)及び技術資料(Technical Background

Report　to　the　Global　Atmospheric　Mercury Assessment)を作

成しています。わが国からも国内の水銀に関する調査に基づき、

輸出入の状況、使用量の推移、マテリアルフロー(図4)、排出イ

ンベントリについて、当社がまとめた情報を提供しています4)。

報告書案は、2008/11現在、暫定版がUNEPのホームペー

ジにアップされています5)。これらのUNEP報告書は、2009年2

月の第25回管理理事会に提出される予定です。

今後の発展

環境省が今後策定する有害金属対策戦略は、将来、東アジ

ア･太平洋地域における水銀等の監視ネットワーク構築のため

の足掛かりとなるばかりでなく、全球規模の水銀等の挙動を把

握し、有害金属削減施策の効果を予測、監視する体制に貢献

するものとも位置づけられます。当社は、今後とも水銀等の有

害金属類の継続的な監視や排出インベントリ等に関する調査、

検討に協力し、国際的な水銀対策活動に貢献してまいります。
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